
今月号の内容

交通安全はみんなの願い
死亡交通事故

０の日
平成 28年

1月 31日現在 4187 日達成

平成28年　2月号
No. 536

　保育所　節分  
　保育所に 2 匹の鬼がやってきて、子どもたちは怖がり
ながらも懸命に豆を投げつけ、無事に鬼を追い払いまし
た。
　

   P2∼3         平成 28 年成人式   

   P4∼5         平成 26 年度決算         　　　

   P6               消防団出初式

                       人権ポスターコンクール表彰式             

   P7          　 健康通信

   P8~9         村からのお知らせ

   P10            わが家のお姫様ほか



　　平成２８年
　　　　　　　島 牧 村 　成人式
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１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
の

　　　　　　　　　　　　　

流
行
・
出
来
事

■
阪
神
・
淡
路
大
震
災

■
Ｐ
Ｈ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス
開
始

■
ゆ
り
か
も
め
開
通

■
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

■
野
茂
が
米
大
リ
ー
グ
へ（
新
人
王
獲
得
）

■
九
州
自
動
車
道
が
全
線
開
通
し
、
青
森

‐
鹿
児
島
・
宮
崎
間
が
高
速
道
路
に
よ
っ

て
結
ば
れ
る

■
W
ｉ
n
ｄ
o
ｗ
ｓ
95
発
売

■
流
行
語
「
あ
あ
言
え
ば
上
祐
」

　

             「
が
ん
ば
ろ
う
K
О
B
Ｅ
」

■
歌「
Ｌ
О
Ｖ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」　

　
　
　

ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー

■
映　

画
「
耳
を
す
ま
せ
ば
」

■
ド
ラ
マ
「
金
田
一
少
年
の
事
件
簿
」

　
　
　
　

  「
愛
し
て
る
と
言
っ
て
く
れ
」

　
1
月
10
日
、
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
「
お
あ
し
す
」
で
成
人
式
が
行
わ

れ
、
来
賓
や
家
族
が
新
成
人
の
門
出
を

祝
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
成
人
式
の
対
象
者
は
、
平
成

7
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
8
年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
17
名
が
対
象
で
、

式
に
は
14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
中
山
喬た

か

由よ
し

さ
ん
が
力
強
く
成
人
宣
言

を
し
、
続
い
て
阿
部
啓
二
さ
ん
が
、「
私

達
は
、
等
し
く
成
人
と
し
て
の
自
覚
を

新
た
に
し
、
夢
と
希
望
を
持
ち
大
人
社

会
の
一
員
と
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は
、
来

賓
、
家
族
、
小
学
校
卒
業
時
の
担
任

だ
っ
た
大
谷
先
生
を
含
め
、
村
で
の
思

い
出
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
一
人
ひ

と
り
自
身
の
近
況
や
今
後
の
抱
負
を
発

表
し
、
決
意
を
新
た
に
社
会
人
と
し
て

の
船
出
を
切
り
ま
し
た
。

小学校入学式中学校入学式
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平成 26 年度決算 黒字額  9,044 万１千円
　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
が
昨
年
12
月
、
村
議
会
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
額
26
億
５
７
０
９
万
4
千
円
に
対
し
、
歳
出
額
は

25
億
６
６
６
５
万
3
千
円
で
、
９
０
４
４
万
1
千
円
の
黒
字
決
算
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
平
成
27
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は

４
５
９
４
万
1
千
円
で
す
。
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は

78.6
％
で
、

適
正
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
全
化
の
判
断
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
は
4.2
％
、
将
来
負
担
率

は
ゼ
ロ
（
将
来
負
担
額
よ
り
充
当
可
能
財
源
の
方
が
多
い
た
め
）
と
、
い
ず
れ
も

国
の
基
準
を
大
き
く
下
回
り
、
着
実
に
行
財
政
改
革
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
村
税
な
ど
の
自
主
財
源
に
乏
し
く
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
本
村
に
と
っ
て
、
交
付
税
の
動
向
は
今
後
の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

歳入 26 億 5,709 万 4 千円の内訳 村 税

自
主
財
源

諸収入                           1 億 5,484 万 3 千円   (5.8％ )　　　　　　　
村税                               1 億     618 万 3 千円   (3.9％ )
その他                           1 億 4,412 万 7 千円   (5.4％ )
小計                              4 億     515 万 3 千円 (15.1％ )

依
存
財
源

地方交付税                16 億 1,299 万 4 千円 (60.7％ )
村債                               3 億 9,902 万 3 千円 (15.0％ )
国・道支出金              1 億 9,587 万 9 千円   (7.5％ )
その他                                    4,404 万 5 千円   (1.7％ )
小計                             22 億 5,194 万 1 千円 (84.9％ )

税 目 収 入 額 　収納率（%）
村 民 税 4,738 万 6 千円 91.5
固定資産税 4,489 万 2 千円 87.3
軽自動車税 229 万 6 千円 94.3
村たばこ税 1,154 万 1 千円 100
入 湯 税 6 万 8 千円 100

計 1 億 618 万 3 千円 90.5
前 年 度 1 億 478 万 6 千円 89.7
前年度比較 139 万 7 千円

地方交付税と基金（貯金）

自主財源・・・自主的に得るお金
依存財源・・・国や道から交付または割り当てられるお金

年　度 交 付 額 基 金 残 額
12 19 億 1,188 万８26 千円（ピーク時） 10 億 4,883 万 9 千円
16 15 億    889 万       9 千円（三位一体の改革開始） 8 億 6,197 万 7 千円
25 18 億 3,501 万     ４千円 16 億 6,010 万 9 千円
26 16 億 9,461 万     ７千円 16 億       93 万 3 千円

特別会計の決算
会 計 名 歳 入 歳 出 差 引 一般会計繰入金

国 民 健 康 保 険 事 業 １億 2,223 万 1 千円 1 億 1,966 万 3 千円 256 万 8 千円 5,883 万 1 千円
簡 易 水 道 事 業 1 億 1,969 万 8 千円 1 億 1,969 万 8 千円 0 4,155 万 8 千円
介 護 保 険 事 業 2,338 万 5 千円 2,338 万 5 千円 0 73 万 3 千円
後 期 高 齢 者 事 業 2,331 万 6 千円 2,331 万 2 千円 4 千円 1,300 万 2 千円
合併処理浄化槽会計 7,133 万 3 千円 7,133 万 3 千円 0 3,049 万 7 千円

※臨時財政対策債を含む。
　基金は使途目的を区分して必要に応じて使用しています。

実
質
公
債
費
比
率
・
・　

地
方
税
、
普
通
交
付
税
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ

れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的
に
収
入
さ
れ
る
財
源

の
う
ち
、
公
債
費
や
公
営
企
業
債
に
対
す
る
繰
出
金

な
ど
の
公
債
費
に
準
ず
る
も
の
を
含
め
た
実
質
的
な

公
債
費
相
当
額
（
普
通
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
も
の

を
除
く
）
に
充
当
さ
れ
た
も
の
の
占
め
る
割
合
で
す
。 

　

18
％
以
上
の
団
体
は
、
地
方
債
の
発
行
に
際
し
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
25
％
以
上
の
団
体
は
地
域

活
性
化
事
業
等
の
単
独
事
業
に
係
る
地
方
債
が
制
限

さ
れ
、
35
％
以
上
の
団
体
は
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
一

部
の
一
般
公
共
事
業
に
係
る
地
方
債
に
つ
い
て
も
制

限
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

将
来
負
担
率
・
・
・　

普
通
会
計
に
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
簡
易
水

道
な
ど
の
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合
、
第
3
セ
ク

タ
ー
な
ど
を
含
め
た
連
結
ベ
ー
ス
で
、
実
質
的
な
負
債

の
財
政
負
担
を
判
断
す
る
た
め
の
比
率
と
な
り
ま
す
。
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年度   財政力指数
( ３ヶ年平均 )

経常収支
比率

公債費
比率

実質公債費比率
( ３ヶ年平均 )

２４ 0.083 68.1％ 2.5％ 5.6％
２５ 0.077 70.5％ 1.9％ 4.7％
２６ 0.073 78.6% 2.2% 4.2%

歳出 25 億 6,665 万 3 千円の内訳

財
政
力
指
数
…
…
…
…
財
政
力
を
測
る
た
め
の
指
数
で
、
普
通
交
付
税
上
の
基
準
財
政
収
入
額
を
基
準
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
需
要
額
で
除
し
て
得
た
数
値
の
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
、
標
準
的
な
税
制
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
と
で
の
歳
入
が
標
準
的
な
歳
出
を
賄
え
る
比
率
を
過
去
３
年
間
平
均
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
す
。
こ
の
数
字
が
1.0
に
近
い
ほ
ど
財
政
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、
1.0
を
超
え
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
国
か
ら
地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ず
、
不
交
付
団
体
と
呼
ば
れ
ま
す
。

公
債
費
負
担
比
率
…
…
一
般
財
源
が
ど
の
く
ら
い
公
債
費
（
借
金
な
ど
の
返
済
）
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
す
も
の
で
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
、
20
％
が
危
険
ラ
イ
ン
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
…
…
…
地
方
税
、
普
通
交
付
税
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
毎
年
度
経
常
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う
ち
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
よ
う
に
毎
年
度
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
当
さ
れ
た
も
の
が
占
め
る
割
合
で
、
70
～
80
％
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

収
ま
る
こ
と
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

主 な 事 業

さけ・ますふ化場新築工事            1 億 5,789 万 7 千円

村道等除排雪事業　　　　　　　　　   2,816 万 1 千円

役場庁舎浄化槽排水設備工事　　　　2,747 万 5 千円

経営林道賀老線等整備事業　　　　    2,556 万 4 千円

九助橋橋梁補修工事                                  2,437 万 4 千円

中学校スクールバス購入事業　　　　　　2,003 万円

商工会運営費助成　　　　　　　　　1,460 万 5 千円

バス交通確保対策事業　　　　　　　1,357 万 6 千円

平成２４年度　　23 億 8,376 万 4 千円

平成２５年度　　23 億　144 万 6 千円

平成２６年度　　24 億 4,631 万 6 千円

地 方 債 の 残 高

人 件 費・・・・職員給与、議員報酬、医師嘱託手当、各
                               種委員報酬など
物 件 費・・・・賃金、旅費、交際費、需用費、委託料、
                               使用料、及び賃借料、原材料費、備品購
                               入費など
補 助 費 等・・・・産業団体への補助、一部事務組合などの
                               負担金
繰 出 金・・・・一般会計から国民健康保険、簡易水道、
                               介護保険、後期高齢者医療、合併処理浄
                               化槽の各会計へ支出
公 債 費・・・・起債（借金）の返済、一時借入金の利子
投資的経費・・・・普通建設事業と災害復旧事業、失業対策
                               事業の合算
扶 助 費・・・・重度心身障害者医療費、ひとり親医療費、
                               養護老人ホーム措置費、乳幼児医療費、　　　　　
　　　　　　　　  児童手当、知的障害等介護給付費など
維持補修費・・・・橋梁補修など
積 立 金・・・・財政調整基金などへの積立て
貸 付 金・・・・産業団体などへの短期資金の融資

主な財政指数

人件費
　　579,585
　　　　22.6%

物件費
　395,902
　　　15.4%

補助費等
　　485,120
　　　　18.9%

　公債費
　　280,019
　　　10.9%

投資的経費
　　355,527　　
　　　　13.9%

繰出金
　　226,239
　　　　　8.8%

貸付金
　　6,000　0.2%

扶助費
　147,240
　　　5.8%

  維持補修費　 
　　84,682　3.3%

積立金
　　6,339　0.2%
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平
成
28
年　

消
防
団
出
初
式

　
消
防
団
に
よ
る
出
初
式
が
1
月
6
日
、
永
豊
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
は
、
こ

と
し
1
年
間
の
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
髙
島
紀
彦
団
長
は
、「
常
日
頃
よ
り
訓
練
を
重
ね
、
尚
一
層
の
技
術
の
向
上
と
、
予
消
防
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た
め
、
日
々
精
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訓
示
。

続
い
て
消
防
団
を
代
表
し
、
髙
島
光
則
第
五
分
団
長
が
、「
島
牧
村
を
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ

く
り
の
た
め
、
新
時
代
に
即
し
た
防
火
・
防
災
体
制
の
充
実
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
に
愛
さ
れ

る
消
防
団
を
目
指
し
、
一
致
団
結
し
て
邁
進
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。」
と
力
強
く
宣
言
を
し
ま
し
た
。

○
北
海
道
知
事
表
彰

永
年
勤
労
章
30
年

・
髙
橋
　
利
明
　
・
山
下
　
治
人

勤
続
章
20
年

・
宮
本
　
正
幸
　
・
山
下
　
利
人

・
大
西
　
和
惠
　
・
三
味
　
博
幸

勤
続
章
10
年

　
　
　
　
　
　    

・
阿
部
　
博
樹

○
組
合
管
理
者
表
彰

勤
続
表
彰
30
年

・
松
永
　
正
則
　
・
佐
藤
　
吉
幸

・
宮
坂
　
政
博
　
・
河
﨑
　
信
幸

勤
続
表
彰
20
年

・
泉
　
　
一
成
　
・
東
城
　
利
則

・
浜
野
　
守
一
　
・
後
藤
　
誉
治

○
北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章
　
　
　
　
・
髙
島
　
光
則

勤
続
章
20
年
　
　
・
泉
　
　
一
成

                               

・
後
藤
　
誉
治  

　
ま
た
、
式
で
は
長
年
の
消

防
活
動
に
対
す
る
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

人権ポスター表彰状伝達式

賞 学年 名　前

優　秀　賞 2 髙 山 　 愛 海

優　秀　賞 2 越 後 谷 　 奈 菜

奨　励　賞 1 山 下 　 龍 平

奨　励　賞 2 大 森 　 鈴

奨　励　賞 3 高 舘 　 す ず な

奨　励　賞 3 本 庄 　 海 璃

　函館地方法務局と函館人権擁護連合委員

が主催する、「人権ポスターコンテスト」が

実施され、島牧中学校の生徒 6名の作品が

見事、「優秀賞」と「奨励賞」を受賞しました。

受賞者は左記のとおりです。（敬称略）
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うつ病について
　仕事や家庭、人間関係、健康面、経済面の悩みなど、様々なストレスを抱え、解決方法
がみつからない場合、こころの病気を引き起こすことがあります。代表的なものは『うつ病』
で、病気だと気づかず適切な休養や治療を受けないと、自殺へと向かう大きな原因となる
ことがあります。
　『うつ病』は、特別な人がかかる病気ではなく、誰でもかかる可能性があり、『こころの風邪』
とも言われています。
　次のような症状がある方は、要注意です。

心　理　面 身　体　面 行　動　面

□イライラする
□怒りっぽい
□無気力、集中力の低下
□自分を責める
□死にたいと思う

□食欲がない
□眠れない
□だるく疲れやすい
□訳もなく涙が出る
□体調不良の訴えが多い

□ケアレスミスが多い
□遅刻
□欠勤
□他の人に会いたくない
□お酒の量が増える

　いくつか症状があり継続している方は、放置したり自己判断せず、専門医療機関の受

診をおすすめします。

事前に電話で問い合わせのうえ、受診しましょう。

●倶知安厚生病院　精神神経科　　電話　0136-22-1141　

●寿都診療所　精神科　　　　　　電話　0136-62-2411

※精神科初診の方は、倶知安厚生病院を受診し医師の判断により通院が可能となりま

す。　

●岩内協会病院　神経精神科　　　電話　0135-62-1021

●八雲総合病院　精神科　　　　　電話　0137-63-2185

●北海道立精神保健福祉センター

電話　0570-064-556　( 月～金　9：00～ 21：00　　土日祝　10：00～ 16：00)

●北海道いのちの電話

電話　011-231-4343　(24 時間対応 )　　　

●倶知安保健所

電話　0136-23-1957　( 月～金　8：45～ 17：30)

●島牧村役場　福祉課保健指導係

電話　0136-75-6001　( 月～金　8：45～ 17：30)

専門医療機関の受診に抵抗がある方は、相談機関がございます。まずは相談しましょう。

近隣の医療機関

主な相談機関



難病の治療で

　　
平
成
29
年
7
月
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
情
報
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

よ
る
活
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
制
度
の
円
滑
な
運
用
に
は
、
手
帳
情

報
の
正
確
な
登
録
が
不
可
欠
で
す
。

　
ご
家
族
が
お
持
ち
の
身
体
障
害
者

手
帳
を
ご
確
認
し
、
次
の
場
合
は
「
届

出
」
や
「
再
交
付
申
請
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
早
め
の
お
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
「
届
出
」
が
必
要
な
も
の

①
氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

②
同
じ
市
町
村
内
で
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き

③
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き

④
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
古
い

手
帳
が
あ
る
と
き

□
「
再
交
付
申
請
」
が
必
要
な
も
の

①
何
ら
か
の
事
情
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
2
冊
お
持
ち
の
と
き
（
例
）・
番
号

の
違
う
2
冊
の
手
帳
・「
障
害
者
名
」「
住

所
」
な
ど
内
容
の
違
う
2
冊
の
手
帳

○
こ
ん
な
と
き
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

①
障
害
程
度
が
変
わ
っ
た
と
き

②
手
帳
を
紛
失
し
て
手
元
に
な
い
と
き

③
手
帳
が
汚
れ
た
り
破
損
し
て
文
字
や

顔
写
真
が
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
と
き

【
お
問
い
合
わ
せ
】

役
場　

福
祉
課　

75
‐
6
0
0
1

お
子
さ
ん
が
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心
配

な
と
き
、
ご
相
談
く
だ
さ
い

（
相
談
対
象
者
）
北
海
道
内
に
在
住
又

は
滞
在
し
て
い
る
子
ど
も
の
保
護
者
等

（
相
談
例
）

○
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
た
方

が
い
い
の
か
な
？

○
転
ん
だ
、
頭
ぶ
つ
け
た
…
ど
う
し
よ

う
？

○
熱
が
で
た
…
何
℃
ま
で
様
子
を
見
た

ら
い
い
の
か
な
？

（
相
談
時
間
）
毎
日　

夕
方
7
時
か
ら

翌
朝
8
時
ま
で

℡
0
1
1
‐
2
3
2
‐
1
5
9
9

　

♯
8
0
0
0
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
電
話
相
談
は
家
庭
で
の
一
般
的
対
処

に
関
す
る
助
言
・
ア
ド
バ
イ
ス
で
あ

り
、
電
話
に
よ
る
診
断
・
治
療
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

●
小
児
科
医
の
支
援
体
制
の
も
と
に
看

護
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
19
時
か
ら

23
時
ま
で
は
道
内
の
小
児
科
医
・
看
護

師
が
対
応
し
、
23
時
か
ら
翌
朝
8
時
ま

で
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
道
外
の
小
児

科
医
・
看
護
師
）で
相
談
に
応
じ
ま
す
）。

2
月
17
日
、
24
日
、
3
月
2
日
、
9
日
、

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料
。

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　
（
佐

藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡　

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

FAX　

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

村
で
は
、
介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
業

務
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

【  

業  

務  

内  

容  

】

村
で
行
っ
て
い
る
要
介
護
認
定
の
認
定
調

査
の
臨
時
調
査
員

【  

業  

務  

区  

域  

】

村
内

【  

募  

集  

条  

件  

】 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者
で
か
つ
次

の
条
件
を
満
た
す
方
。

①
認
定
調
査
員
研
修
修
了
証
明
書
を
お
持

ち
の
方

②
保
健
師
・
看
護
師
・
介
護
支
援
専
門
員
・

介
護
福
祉
士
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
1
級
ま

た
は
2
級
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
で
実
務
経
験
が
1
年
以
上
あ
る
方

※
応
募
条
件
②
の
方
は
、
平
成
28
年
4
月

（
予
定
）
に
倶
知
安
町
で
行
わ
れ
る
認
定
調

査
員
新
規
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

後
か
ら
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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村からの
お知らせ

　　広報活動についてのご意見は

企画係までお寄せください。

（電話　75-6212）

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

皆
様
へ

北
海
道
小
児
救
急
電
話
相
談

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
調
査
員
を
募
集
し
ま
す



【  
募  

集  

人  

数  

】

登
録
制
と
し
、
特
に
人
数
制
限
は
行
い
ま

せ
ん
。

【  

勤  
務  
日  
数  

】

月
１
〜
２
回
程
度

【  

時  

給  

】

8
5
0
円
〜
（
基
礎
資
格
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
）

【 

申 

込 

み 

方 

法 

】

ま
ず
は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
お
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後
日
、
資
格
証
等

を
ご
持
参
い
た
だ
い
た
上
で
、
業
務
等

の
詳
し
い
ご
説
明
を
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

役
場　

福
祉
課　

75
‐
6
0
0
1

【
実
施
期
間
】

平
成
28
年
3
月
1
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
5
月
15
日

①
船
釣
り
を
す
る
と
き
は
…

必
ず
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
船
へ
乗
船
し
て

く
だ
さ
い
。

②
釣
獲
期
間

「
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
」
が
出
来
る
時

間
は
日
の
出
か
ら
日
没
ま
で
で
す
。

③
釣
法

竿
釣
り
で
同
時
に
使
用
で
き
る
竿
数
は

1
人
1
本
。

遊
漁
者
に
よ
る
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
（
へ
ら

曳
き
、
曳
き
縄
釣
り
）
は
北
海
道
海
面

漁
業
調
整
規
則
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

④
釣
獲
尾
数

1
日
に
釣
る
こ
と
の
で
き
る
「
さ
く
ら

ま
す
」
は
、
１
人
10
尾
以
内
で
す
。

⑤
釣
果
報
告

下
船
ま
で
の
間
に
釣
果
を
船
長
に
報
告

し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

後
志
管
内
さ
く
ら
ま
す
船
釣
り
ラ
イ
セ

ン
ス
制
実
行
協
議
会
事
務
局
（
小
樽
市

漁
業
協
同
組
合
内
）

℡ 

(Fax)    

0
1
3
4
‐
22
‐
5
1
3
8

URL h
ttp
://w

w
w
.g
eo
cities.jp

/
siribesisakuram

asu/

（
北
海
道
水
産
林
務
部
又
は
後
志
総
合

振
興
局
水
産
課
の
HP
か
ら
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
）
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介
護
保
険
料
の
納
入
期
限
は
、【
第
7
期
】
平
成
28
年
2
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

年金の窓口
ご存知ですか？

国民年金の任意加入制度

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20
歳から 60歳になるまでの 40年間保険料を納めなけ
れば、満額の年金を受け取ることができません。

　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の
納付済期間が 40 年間に満たない場合は、60 歳から
65歳になるまでの間に国民年金に任意加入して保険
料を納めることにより、満額に近づけることができ
ます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納
付済期間や保険料の免除期間等が原則として 25年以
上必要となりますが、この要件を満たしていない場
合は、70歳になるまで任意加入することができます。
（ただし、昭和 40年 4月 1日以前に生まれた方に限
られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民
年金に任意加入することができます。詳しくは、役
場住民係、年金事務所にお問い合わせください。

後
志
管
内
に
お
け
る
さ
く
ら
ま
す
の

船
釣
り
は
ラ
イ
セ
ン
ス
制
で
す

善意に感謝します

　去る 1月 15日、小林淑子様より、
島牧村地域福祉基金として、金 30
万円のご寄附をいただきました。
　寄附の意思に添うよう社会福祉充
実のために有効活用させていただき
ます。

寿都地区更生保護
サポートセンター開設

　寿都町、島牧村、黒松内町の保護
司で構成する寿都地区更生保護サ
ポートセンターが黒松内町生活改善
センターに開設されました。
　サポートセンターには、企画調整
保護司が常駐し、地域における更生
保護の拠点として、保護司活動の支
援、犯罪・非行予防活動の推進につ
ながる活動をしております。
　　　　　　　℡　0136-75-7801
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わが家の
お姫様

　　　
　食べる事とお姉ちゃんと遊ぶのが大好きで
す。
　大きくなったらケーキ屋さんになって、色々なケー
キを作ってくれるそうです。　

　藤
ふじた

田　真
ま　ゆ

悠ちゃん

（平成23年7月14日生） 字原歌町／藤田聖・
昌子さんのお子さん

1
　
月

12
月

 12月16日～2月15日

17 日　 第４回村議会定例会

  2 日      栄浜地区会総会
  5 日      歌島地区会総会
  6 日　  消防出初式
  7 日      原歌地区会総会
10 日      成人式
                永豊地区会総会
                豊栄地区会総会
11 日      江ノ島地区会新年会
14 日      例月出納検査
17 日      本目地区会総会
21 日      元町地区会総会
25 日      農業委員会総会
31 日      カラオケ愛好会総会

  3 日      むらづくり・ひとづくり講演会

　　

（12 月 1 日～ 1月 31 日掲載申出分・敬称略）

■おしあわせに �����������

  27.12.24  平川　幸雄�������元町
                         工藤　恵美�������本目

■たんじょう ������������

  28. 1.10  村川　慶
けいすけ

丞� �����本目
( 村川雄亮・由布子のお子さん）

■おくやみ �������������

  28. 1. 2 小山　一吉  （92 歳）�� 栄浜
　28. 1.22 山下　幸作  （83 歳）�� 本目　　 

　28. 1.30 佐藤　亀子  （90 歳）�� 豊浜

■人口及び世帯数（28年1月31日現在）��

	      1,569 人	 （前月比△ 4 人）
	　男：　765 人	 （前月比△ 3 人）
	　女：　804 人	 （前月比△ 1 人）
	　　　　855 戸	 （前月比△ 2戸）

運

転

免

許

更新時講習
　寿都町文化センター

一般・違反講習
　2月16日(火）  3月8日（火）
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：15～16：15

優良・初回講習
　2月19日（金）　3月11日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：00～16：00

高齢者講習
（70歳以上・事前予約制）
　※木曜日開講

岩内自動車学校　0135－62－1328
　2月25日（木）

5 3 6

小学校餅つき

ふるさとスケッチ

2
月


